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システム設定を行う 
― システムメニュー 
 
管理者設定メニューの システム をクリックすると、システムメニューが表示されます。 

このメニューでは本機の基本設定を行います。 

システムメニューは［システム］、［日付／時刻］、［スーパーインポーズ］、［初期化］、 ［システム

ログ］、［アクセスログ］の6つのタブで構成されます。 
 
 

初期化タブ 

 
 
 

映像・駆動系リフレッシュ 

スリップリングの接触不良による映像の乱れを解消し、 

パン・チルト位置の初期化を行うときは[ オン ] を選択します。 



マニュアル 

［Refresh］ をクリックすると、自動的にパン・チルト動作が開始します。 

 

スケジュール 

 

実行間隔 

定期的に映像・駆動系リフレッシュを実行する間隔を設定します。 

最短30 分、最長24 時間（1 日）の実行間隔が設定できます。 

 

有効時間帯 

映像・駆動系リフレッシュが実行される有効な時間帯を設定します。 

［常時］：常に映像・駆動系リフレッシュが有効になります。 

［指定］：別途行うスケジュール設定で映像・駆動系リフレッシュが 

有効な時間帯を指定できます。 

［Schedule］をクリックすると時間帯を設定するメニューが表示されます。 

（「スケジュールを設定する ― スケジュールメニュー） 
 

 

 
 
 
  ご注意   

･カメラ操作中に映像・駆動系リフレッシュを実行する場合、カメラ操作がキャンセルされます。 



･プリセットツアーの実行中に映像・駆動系リフレッシュを行うとプリセットツアーがいったん停止します。 

映像・駆動系リフレッシュの終了後、プリセットツアーが再開されます。 

･動体検知、カメラ妨害検知または、VMF が設定されているとき映像・駆動系リフレッシュを行うと動体

検知、カメラ妨害検知または、VMF がいったん停止します。 

映像・駆動系リフレッシュの終了後、動体検知、カメラ妨害検知またはVMF が再開されます。 
 
 

スケジュールを設定する 
― スケジュールメニュー 
管理者設定メニューの スケジュール をクリックすると、スケジュールメニューが表示されます。 

スケジュールメニューは、次の8つのタブから構成されます。 

各タブは次のメニューの［有効時間帯］を指定するために［Schedule］をクリックしたときに表示される

スケジュールメニューと同じです。 

 

［デイ／ナイト］：カメラメニューのデイ／ナイトタブの［Schedule］ボタン 

［プリセット位置］：プリセット位置メニューのプリセットツアータブの［Schedule］ボタン 

［メール］：メール（SMTP）メニューのアラーム送信タブと定期送信タブの［Schedule］ボタン 

［FTP］：FTP クライアントメニューのアラーム送信タブと定期送信タブの［Schedule］ボタン 

［イメージメモリー］：イメージメモリーメニューのアラームタブと定期設定タブの［Schedule］ボタン 

［アラーム出力］：アラーム出力メニューのアラーム出力１タブとアラーム出力２タブの［Schedule］ボ

タン 

［音声ファイル再生］：音声ファイル再生メニューの音声ファイル再生1 タブ、音声ファイル再生2 タブ、

音声ファイル再生3 タブの［Schedule］ボタン 

［映像・駆動系リフレッシュ］：システムメニューの初期化タブの映像・駆動系リフレッシュの［Schedule］

ボタン 

 

全ての日に同じ時間を設定する 

チェックすると、設定した開始時刻と終了時刻がすべての曜日に設定されます。チェックしたときは、［月］

以降の開始時刻と終了時刻は入力できません。 

 

月～日チェックボックス 

チェックした曜日に対して、右側に設定する時間帯がス 

ケジュールの有効時間帯となります。 

 



開始時刻、終了時刻 

開始時刻と終了時刻を設定します。 

 

OK 

設定した内容を有効にするときは、クリックします。 

 

Cancel 

設定した内容を無効にして、元の状態に戻すときクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

End of file 


